
全
自
交
東
京
地
連
は
、

10
月
29
日
四
谷
区
民
ホ
ー

ル
で
第
１
２

7
回
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

松
本
和
也
副
執
行
委
員
長

（
京
自
労
）
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
議
長
に
鈴
木

俊
勝
さ
ん
（
京
自
労
）
、

書
記
に
松
原
光
明
さ
ん

（
大
和
）
の
両
名
を
選
出

い
た
し
ま
し
た
。
つ
づ
い

て
堀
田
貴
彦
資
格
審
査
委

員
長
（
京
自
王
）
よ
り
資

格
審
査
結
果
の
報
告
を
受

け
、
議
長
よ
り
大
会
の
成

立
が
宣
言
さ
れ
た
後
、
星

元
陽
（
日
交
労
）
大
会
運

営
委
員
長
に
よ
る
議
事
日

程
の
提
案
が
確
認
さ
れ
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
会
の
冒
頭
、
主
催
者

を
代
表
し
て
の
挨
拶
は
、

病
気
療
養
中
で
欠
席
の
内

田
亨
執
行
委
員
長
（
大
和
）

に
代
わ
り
、
掛
川
正
一
副

執
行
委
員
長
（
帝
都
）
が

行
い
ま
し
た
。

挨
拶
の
中
で
掛
川
副
委

員
長
は
先
の
衆
議
院
議
員

選
挙
で
の
立
憲
民
主
党
の

躍
進
に
触
れ
、
「
自
公
政

権
の
一
方
的
な
決
め
方
に

対
し
て
国
民
が
ノ
ー
を
突

き
付
け
た
。
こ
の
結
果
に

よ
り
政
権
交
代
に
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
が
出
て
き
た
」
と

し
、
「
わ
れ
わ
れ
と
政
策

協
定
を
結
ん
だ
22
人
が

当
選
を
果
た
し
、
国
政
の

場
へ
と
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
日
お
越

し
の
都
議
会
立
憲
民
主
党

の
議
員
の
方
た
ち
と
共
に
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止

や
地
域
公
共
交
通
を
守
る

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
夏
に
行

わ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙

と
東
京
都
議
会
選
挙
に
も

触
れ
、
「
こ
の
流
れ
を
都

議
選
・
参
議
院
選
へ
と
繋

げ
て
い
き
、
そ
の
中
で
も

交
通
運
輸
政
策
の
先
頭
に

立
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

森
屋
た
か
し
参
議
院
議
員

を
是
非
と
も
国
政
へ
と
送

り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
挨
拶
で

溝
上
泰
央
全
自
交
労
連
中

央
執
行
委
員
長
は
、
「
わ

れ
わ
れ
の
支
持
す
る
立
憲

民
主
党
が
大
き
く
躍
進
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

結
果
は
ハ
イ
タ
ク
産
業
最

大
の
懸
案
で
あ
る
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
新
法
の
成
立
阻
止

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
間
違
え
あ
り
ま
せ

ん
」
と
し
、
さ
ら
に
「
２

０
１
２
年
に
成
立
間
際
で

白
紙
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

タ
ク
シ
ー
事
業
法
を
、
再

び
成
立
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
、

こ
れ
を
逃
す
手
は
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
東
京
地
連
加
盟
組
織

で
抱
え
る
労
働
争
議
に
も

触
れ
、
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

導
入
勢
力
と
い
う
外
敵
に

対
し
、
労
使
一
体
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、

何
も
分
か
っ
て
い
な
い
経

営
者
に
は
、
東
京
地
連
が

一
体
と
な
っ
て
ノ
ー
を
突

き
付
け
、
全
国
の
ハ
イ
タ

ク
労
働
者
の
先
頭
に
立
っ

て
運
動
を
前
進
さ
せ
る
牽

引
役
と
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
他
、
佐
々
木
珠

・

連
合
東
京
副
事
務
局
長
、

高
畠
康
彦
・
東
京
交
運
労

協
副
議
長
、
東
京
都
議
会

立
憲
民
主
党
か
ら

中
村

ひ
ろ
し
都
議
、
西
沢
圭
太

都
議
、
関
口
健
太
郎
都
議
、

須
山
た
か
し
都
議
、
東
京

共
同
法
律
事
務
所
・
猿
田

佐
世
弁
護
士
、
西
東
京
法

律
事
務
所
・
森
井
利
和
弁

護
士
、
中
央
労
働
金
庫
東

京
都
本
部
・
座
光
寺
成
夫

常
務
理
事
、
こ
く
み
ん
共

済
コ
ー
プ
東
京
推
進
本
部
・

長
松
事
務
局
長
、
以
上
の

来
賓
の
方
々
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
か
ら
お
祝
い

の
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
後
大
会
は
、
本
田

明
広
東
京
地
連
書
記
長
に

よ
る
２
０
２
３
年
度
活
動

経
過
報
告
、
玉
川
禎
財
政

部
長
に
よ
る
２
０
２
３
年

度
会
計
決
算
報
告
、
小
糸

幸
吉
会
計
監
査
に
よ
る
会

計
監
査
報
告
へ
と
進
み
、

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
第

一
号
議
案

２
０
２
４
年

度
運
動
方
針
案
が
本
田
明

広
書
記
長
よ
り
、
第
二
号

議
案

２
０
２
４
年
度
予

算
案
が
玉
川
禎
財
政
部
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
が
な

さ
れ
、
質
疑
応
答
を
経
て

全
体
の
拍
手
に
て
確
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
団
の
解

任
降
壇
に
続
き
、
菊
池
る

み
東
京
地
連
副
執
行
委
員

長
（
東
洋
交
通
労
組
）
に

よ
る
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

第
１
２
７
回
定
期
大
会
の

締
め
と
し
て
、
掛
川
副
執

行
委
員
長
に
よ
る
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
新
法
阻
止
に
向
か

う
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

東
京
地
連
本
田
明
広
書

記
長
は
、
２
０
２
３
年
度

の
活
動
経
過
の
報
告
と
、

２
０
２
４
年
度
運
動
方
針

案
を
提
起
い
た
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
本
田
書
記
長
は
、

第

50
回
衆
議
院
議
員
選

挙
で
の
各
単
組
の
選
挙
カ
ー

の
運
転
な
ど
で
の
協
力
に

対
し
て
、
謝
意
を
示
す
と

と
も
に
、
来
年
夏
に
行
わ

れ
る
参
議
院
選
挙
お
よ
び

東
京
都
議
会
選
挙
に
お
い

て
の
ご
協
力
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

続
い
て
、
２
０
２
４
年

度
運
動
方
針
案
の
提
案
と

し
て
、
⑴
東
京
地
連
は
全

自
交
の
中
核
組
織
と
し
て

産
別
で
決
定
さ
れ
た
運
動

方
針
を
推
進
し
堅
持
し
て

い
き
ま
す
。
⑵
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
新
法
断
固
阻
止
の
運
動

と
タ
ク
シ
ー
が
地
域
公
共

交
通
で
ど
う
あ
る
べ
き
か

議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
多
様

化
す
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
人
員
確
保
と

若
年
化
を
求
め
て
い
き
ま

す
。
⑷
ハ
イ
タ
ク
の
機
動

性
を
生
か
し
、
災
害
時
利

用
に
関
し
事
業
者
・
行
政

と
具
体
的
な
政
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
⑸
連

合
東
京
の
中
で
協
調
行
動

を
展
開
し
、
労
働
組
合
の

原
点
を
維
持
し
た
闘
い
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
⑹

ハ
イ
タ
ク
交
通
、
制
度
・

政
策
課
題
に
つ
い
て
、
連

合
東
京
、
東
京
交
運
労
協
、

東
京
ハ
イ
タ
ク
労
働
団
体

と
連
携
を
強
化
し
、
要
求

実
現
に
向
け
た
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
⑺

賃
金
引
上
げ
に
は
、
固
定

給
と
歩
合
給
の
バ
ラ
ン
ス

の
是
正
、
違
法
な
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
是
正
、
労
働
条

件
改
善
を
求
め
ま
す
。

以
上
７
項
目
を
新
年
度

の
運
動
方
針
と
し
て
提
案

し
、
全
体
の
拍
手
に
よ
り

確
認
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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全
自
交
東
京
地
連
は
、
10
月
29
日
第
１
２
７
回
定
期
大
会
を
新
宿
区
四
谷
区
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
、
２
０
２
４
年
度
の
運
動
方
針
・
予
算
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
総

勢
約
１
８
０
人
が
参
加
し
、
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
絶
対
阻
止
」
に
対
す
る
運
動
の
継
続
や
、

「
衆
議
院
議
員
選
挙
」
で
の
立
憲
民
主
党
の
躍
進
を
受
け
、
政
権
交
代
へ
の
実
現
な
ど
、
今

後
へ
の
期
待
に
満
ち
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

掛川正一副執行委員長による団結ガンバロー

２
０
２
４
年
度
運
動
方
針
決
定新年度運動方針を提案する本田明広書記長

新
年
度
運
動
方
針
案



全
自
交
労
連
は
10
月
15

日
、
16
日
の
両
日
、
兵
庫

県
神
戸
市
の
神
戸
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
に
て
、
全
国
か

ら
役
員
、
中
央
委
員
、
代

議
員
、
傍
聴
を
含
め
２
０
０

名
が
集
結
し
、
第

82
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
絶
対

阻
止
、
地
域
公
共
交
通
は

我
々
が
守
る
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
他

産
業
を
上
回
る
賃
金
の
実

現
、
労
働
条
件
改
善
で
仲

間
を
増
や
す
」
を
掲
げ
ま

し
た
。

大
会
は
、
掛
川
副
執
行

委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、
議
長
に
兵
庫
地
連

の
安
尾
崇
伯
代
議
員
、
東

京
地
連
の
大
坂
清
和
代
議

員
、
書
記
に
富
山
地
連
の

山
中
裕
士
代
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
北
坂
隆
生
兵
庫

地
連
執
行
委
員
長
よ
り
歓

迎
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
高
橋
学
資
格
審
査

委
員
長
の
報
告
を
受
け
議

長
よ
り
大
会
成
立
宣
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

主
催
者
を
代
表
し
溝
上
泰

央
中
央
執
行
委
員
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
溝

上
委
員
長
は
現
在
選
挙
戦

が
行
わ
れ
て
い
る
衆
議
院

選
挙
で
の
政
権
交
代
を
強

く
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
に
触
れ

「
解
禁
派
は
、
躍
起
に
な
っ

て
来
年
の
通
常
国
会
で
法

案
提
出
し
を
目
指
し
着
々

と
水
面
下
で
動
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
選
挙
結
果
が
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
新
法
の
成
立
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
が
支
持
す
る
立
憲
民

主
党
に
よ
る
政
権
交
代
を

実
現
す
る
こ
と
が
新
法
を

阻
止
す
る
最
大
の
防
護
策

で
す
。
政
権
交
代
に
向
け

組
合
員
全
員
で
一
層
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、

水
野
潔
大
会
運
営
委
員
長

よ
り
大
会
運
営
に
つ
い
て
と
、

会
計
報
告
が
さ
れ
、
会
計

監
査
報
告
を
成
田
次
雄
、

鵜
沢
克
己
会
計
監
査
よ
り

報
告
が
有
り
ま
し
た
。

野
尻
雅
人
中
央
書
記
長

は
２
０
２
３
年
度
の
活
動
報

告
を
報
告
す
る
と
と
も
に

24
年
度
の
運
動
方
針
案
、

予
算
案
を
提
起
し
ま
し
た
。

野
尻
書
記
長
は
新
年
度

運
動
方
針
案
に
つ
い
て
、

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止

と
同
時
に
、
二
種
免
許
が

な
け
れ
ば
本
来
の
安
全
・安

心
は
担
保
で
き
な
い
と
主

張
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
継
続
し
て

や
り
た
い
と
い
う
経
営
者

の
言
葉
は
言
語
道
断
で
す
。

タ
ク
シ
ー
が
充
足
す
れ
ば

直
ち
に
や
め
て
頂
き
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

労
働
条
件
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

①
他
産
業
に
負
け
ず
物
価

高
を
上
回
る
賃
金

物
価
高
騰
と
他
産
業
の
賃

金
ア
ッ
プ
に
負
け
な
い
だ
け

の
賃
上
げ
が
絶
対
不
可
欠

で
す
。
運
賃
改
定
で
の
増

収
分
を
確
実
に
賃
金
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
労
働
分
配

率
の
解
約
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

②
生
活
を
保
障
で
き
る
安

定
的
な
賃
金

地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
た
、

年
齢
に
よ
ら
ず
昇
給
制
度

や
接
客
・
接
遇
の
向
上
に

努
め
乗
客
か
ら
の
評
価
が

高
い
教
務
員
、
介
護
資
格
、

観
光
案
内
、
多
言
語
対
応

ス
キ
ル
を
持
つ
乗
務
員
を

こ
う
評
価
す
る
制
度
な
ど

や
り
が
い
の
あ
る
賃
金
体

系
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
働
き
や
す
い
職
場

改
善
へ
の
取
り
組
み
や
、
雇

用
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
従

業
員
の
雇
用
を
守
る
こ
と

は
企
業
の
最
も
重
要
な
社

会
的
責
務
で
あ
り
、
労
働

組
合
員
は
、
不
当
な
解
雇

に
対
し
て
は
団
結
力
を
発

揮
し
組
合
員
の
生
活
を
守

る
た
め
断
固
と
し
て
戦
い

ま
す
。
加
盟
組
織
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
自
民
党

は
、
改
選
前
の
２
５
６
議
席

を
大
き
く
下
回
る
１
９
１

議
席
、
公
明
党
は
24
議
席

と
、
与
党
で
過
半
数
を
割

り
込
む
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
野
党
は
立
憲
民
主
党

が
改
選
前
の
98
議
席
を
大

き
く
上
回
り
、
１
４
８
議
席

を
獲
得
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
国
民
民
主
党

が
28
議
席
、
社
会
民
主
党

が
１
議
席
、
れ
い
わ
新
選
組

が
９
議
席
、
日
本
共
産
党

が
８
議
席
、
日
本
維
新
の

会
が
38
議
席
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

自
民
党
は
裏
金
事
件
へ
の

国
民
か
ら
の
批
判
を
受
け

て
、
裏
金
議
員
の
一
部
非

公
認
、
比
例
代
表
重
複
立

候
補
を
認
め
ず
、「
深
い
反

省
」
の
も
と「
け
じ
め
」
を
つ

け
た
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
が
、
選
挙
戦
終
盤
に

は
、
非
公
認
と
な
っ
た
候
補

者
の
政
党
支
部
に
も
党
勢

拡
大
の
た
め
と
し
て
２
０
０

０
万
円
を
支
給
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の
間
の
自
民
党
政
治
・
政

策
への
不
信
・不
満
も
相
ま
っ

た
こ
と
が
今
回
の
結
果
に
つ

な
が
っ
た
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
立
憲
民
主
党
は
、

「
政
権
交
代
こ
そ
最
大
の
政

治
改
革
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

選
挙
戦
を
展
開
し
議
席
を

大
幅
に
増
加
さ
せ
た
ほ
か
、

国
民
民
主
党
も
議
席
を
伸

ば
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
立

憲
民
主
党
と
国
民
民
主
党

の
競
合
区
が
未
だ
在
る
な

ど
、
連
合
の
求
め
る
両
党
の

連
携
と
い
う
観
点
か
ら
は

課
題
も
残
っ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙

結
果
は
ま
さ
に
、
政
権
交

代
に
む
け
た
端
緒
と
な
る

も
の
で
す
が
、
自
民
党
の

「
敵
失
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
野
党
第
一
党
で

あ
る
立
憲
民
主
党
が
国
民

か
ら
十
分
な
政
権
の
選
択

肢
と
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は

必
ず
し
も
言
え
ま
せ
ん
。

国
民
が
求
め
る
の
は
緊
張

感
あ
る
政
治
で
あ
り
、
こ
の

流
れ
を
止
め
な
い
た
め
に

も
、
立
憲
民
主
党
に
は
、
国

民
の
生
活
に
直
結
す
る
政

策
の
ほ
か
、
経
済
政
策
や

社
会
保
障
、
安
全
保
障
な

ど
、
石
破
政
権
の
政
策
へ
の

対
立
軸
を
打
ち
出
し
、
国

会
に
お
け
る
政
策
論
争
の

展
開
を
通
じ
て
、
国
民
か

ら
負
託
に
値
す
る
政
党
と

よ
り
認
識
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
期
待

し
ま
す
。

な
お
、
衆
議
院
議
員
選

挙
に
お
い
て
各
地
区
連
、
各

単
組
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

選
挙
カ
ー
運
転
手
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
、
証
紙
貼
り
、

公
選
は
が
き
、
街
頭
演
説

会
な
ど
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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